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研究成果の概要（和文）：原子核やハドロンの世界を記述する新しい研究領域としてクォーク多

体系物理学を構築することを目指し、ストレンジネスという新しい軸のもとに国内の関連する

実験と理論の研究者を本特定領域研究に結集した。この研究活動を通じて、特に、次世代を担

う若手研究者の育成に努めた。同時に、国外の研究者との研究協力を発展させ、我が国が世界

に誇る大強度陽子加速器施設 J-PARC への研究参加を促すことができた。 
 
研究成果の概要（英文）：As a new research field of nuclei and hadrons, we have aimed at 
establishing “Quark Many-Body Physics” with strangeness degrees of freedom. A lot of 
nuclear physicists in Japan both in theoretical and in experimental researches have been 
involved in this research area. Not only young researchers but also many scientists from 
abroad are now actively working in strangeness nuclear physics at the high-intensity 
proton accelerator facility J-PARC. 
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（金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 6,500,000 0 6,500,000

２００６年度 12,600,000 0 12,600,000

２００７年度 14,500,000 0 14,500,000

２００８年度 15,500,000 0 15,500,000

２００９年度 16,400,000 0 16,400,000

総 計 65,500,000 0 65,500,000

 
 
研究分野：原子核物理学実験 
科研費の分科・細目：物理学・ 素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理 
キーワード：実験核物理、量子ビーム、ハイパー核、ストレンジネス核物理 
 
１．研究開始当初の背景 

本特定領域の研究領域としての学術的基
盤は、平成８年度~１０年度にかけて実施さ
れた特定領域研究「ストレンジネスを含む原
子核」（領域代表：今井憲一）によって、大
きく発展してきた。特に、その研究成果であ
る世界に先駆けたハイパー核ガンマ線分光

の成功や新しい二重ラムダハイパー核の発
見とその束縛エネルギーの決定などの実験
結果は、この分野の理論研究を含めて多くの
若手研究者を引き込み、更なる発展を待って
いる状態にあった。 

その次なる発展の大きな足がかりを与え
てくれると期待されたのが、発足当初に建設
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中であった J-PARC 加速器施設である。
J-PARC で得られる世界最高強度のＫ中間子
ビームを用いた次世代のストレンジネス原
子核物理実験には、世界中から大きな期待が
寄せられている。 

本特定領域の総括班では、このような背景
を踏まえて、J-PARC を中心とする国際研究
協力を推進するとともに、理論と実験との連
携を深めて、J-PARC での新しい実験プログ
ラムを魅力的で世界にアピールできるもの
に仕上げていくことが望まれていた。 
 
２．研究の目的 

本特定領域「ストレンジネスで探るクォー
ク多体系」では、原子核およびその構成要素
である素粒子群ハドロンをクォーク多体系
として統一的に捉え、３種類目のクォーク
「ストレンジネス」の役割に注目した新しい
物理の構築をめざす。総括班では、各計画研
究、公募研究を統括し、それらの研究相互の
有機的連携を図ると共に、その成果を広く総
括し公表することによって、今後の研究へと
発展させて行くことを目的とする。ストレン
ジネスを原子核の中に埋め込んで作られる
ハイパー核は、発見以来５０周年を超える歴
史の長い研究対象であるが、最近、当総括班
に属する研究者らを中心とした日本の研究
グループの実験的、理論的研究から、世界的
な研究成果が多数得られている。例えば、Λ
ハイパー核の構造の精密測定、Σハイパー核、
ダブルΛハイパー核の発見、Ｋ中間子原子核
の発見などの実験的成果、ハイパー核の構造
の精密計算、強い相互作用の基礎理論である
QCD に基づくストレンジネスの相互作用の計
算などの理論的成果は世界的に高く評価を
受けている。同じく総括班メンバーの中野ら
によって発見されたストレンジネス+1 をも
つエキゾティックバリオンはペンタクォー
クとして世界中の話題となり、多くの素粒子
実験、理論の研究者が研究を進めている。

この現状を踏まえて、本領域「ストレンジ
ネスで探るクォーク多体系」は、新しい視点
でクォーク多体系であるハドロンおよび原
子核の構造ならびにダイナミクスにおける
ストレンジネスの役割を探求することを目
的とする。特に、現在この研究分野における
最重要課題は、J-PARC の完成時における実験
的、理論的研究の周到な計画と準備であるが、
総括班の指導により、各計画研究、公募研究
の国際的かつ有機的連携を図ることにより、
関連研究者の総力を上げて取り組むことを
可能とする。また、総括班の指導により、将
来の研究の主体となる若手研究者の養成を
分野全体の課題として重点的に取り組むこ
とを目標とする。

３．研究の方法 
総括班は、各計画研究の整合的な進展の統括
を行うとともに、全国的な広がりで研究が進
められるように、公募研究の採択を行って、
すそ野の広い研究体制の確立を目指すこと
とした。各計画研究代表者は、それぞれの計
画研究を遂行すると共に、総括班による研究
者の組織化、有機的連携の形成を担うものと
位置づけた。

より領域全体の連携を密にして研究成果を
領域としてまとめあげる方向で活動をすす
める。そのために以下の施策を実行した。
(1) 領域全体に関する総括班の打合せ連絡会

を行い、研究計画の具体的な進行に関す
る打合せを行う。このために国内旅費を
充てる。

(2) 研究の現状を総括し、計画研究の実施を
サポートするために、国内研究発表会を
企画し開催する。研究会の報告書を作成
し、広く領域の研究活動を公表する。同
時にホームページ上に公開する。

(3) 世界におけるこの分野の動向について調
査するため、米国ジェファーソン研究所、
イタリア・フラスカッティ研究所、ドイ
ツ・GSI 研究所、などの主要研究所を訪
問して調査を行う。これに外国旅費を充
てる。

(4) 関連する国際ワークショップを開催する
準備を進める。時期、場所、規模の検討
を行う。打ち合わせ並びに情報収集に外
国旅費を充当する。

(5) 若手研究者を育成するためのスクールを
開催する。講師として内外の関連研究者
数人を招聘し、集中講義を行う。講義録
をホームページ等に掲載し公開する。

(6) 国外の関連研究者の招聘、共同研究を行
う計画をたて、関係者への連絡等を計る。

(7) 研究成果を発信するために、研究会報告
書の発行およびホームページの整備を行
う。

(8) 研究領域の組織化、スムーズな運営を図
るために、研究補助者を１名雇用する。
研究補助者は、領域内情報交換、総括班
の主催するワークショップ、スクールな
どの計画、実施、ホームページ等による
情報発信の整備、国内外との打ち合わせ
等において、研究代表者を支援する。

研究の最終年度に当たる平成 21 年度には、
これまでの研究によって得られた研究成果
をまとめあげるとともに、これを一般へも公
開し社会への還元を計る。このため、一般向
けの公開講座や講演会も積極的に取り組み、
一般への啓蒙活動に努める。また、この分野
の主要国際会議である「ストレンジネスとハ
イパー核に関する国際会議 Hyp-X」を、日本



 

 

で開催することが決まっているので、この会
議の準備を進め、開催する。この会議では、
実験が開始される J-PARC でのストレンジネ
ス核物理について、全世界の関連する研究者
に対してアピールしていくことした。そのた
めに、海外から多くの著名な研究者を招へい
し、新しい J-PARC 施設の見学も含めて広報
活動にも取り組んだ。また、新しい実験の成
果についても、この会議を通じて、世界の研
究者に広めることとした。

４．研究成果

(1) 総括班主催の研究会

総括班の主催により、大学院生を含めた
領域全体にかかわる研究者が一堂に会す
る研究会を以下のように開催した。

第１回 平成１７年１１月１７－１９日
伊東（静岡）
第２回 平成１８年１２月１３－１５日
熱海（静岡）
第３回 平成１９年１１月２６－２８日
秋保（宮城）
第４回 平成２０年１０月２９－３１日
山代（石川）

毎回、理論と実験の双方から８０~９０名
の班員が出席し、最新の研究成果について
夜遅くまで議論を行った。特に、J-PARC で
の新しい実験を実験課題審査会に提案を
行う時期には、理論と実験とが協力してそ
の推進にあたった。発表結果は、総括班で
とりまとめて印刷を行い、多くの関連研究
者に配布した。

(2) 第 10 回ハイパー核とストレンジ粒子物
理学に関する国際会議(Hyp-X)

平成２１年９月１４日（月）より９月１８
日（金）まで、第１０回ハイパー核とスト
レンジ粒子物理学に関する国際会議を、茨
城県東海村会議場リコッティにおいて開
催した。

参加者は、日本人約１００名を含む総計
約１８０名の参加であった。海外からの参
加者は、ヨーロッパから４６名、北米から
８名、アジアから１６名、を含む約８０名
であった。過去のこの会議の参加者数の統
計からすると、前回に引き続き多い方であ
る。次第にこの分野の研究者が増加してき
ていることを伺わせる。今回は、日本での
開催ということもあって、特にアジア諸国
（中国、韓国、インド、ミャンマー、イン
ドネシア、台湾など）からの参加者も多か
ったところが特徴といえる。

また、何と言っても、今回は、東海村に
JAEAとKEKが共同で建設してきた大強度陽
子加速器施設（J-PARC）が完成して稼働し
始めるという時期に当たり、これに対する
世界中の関連する研究者の熱意が感じら
れた。

全部で、４１件の総合講演が行われた。
総合講演においては、この分野での最新の
成果について、多くの注目すべき報告が相
次いだ。これ以外に５４件の一般講演と４
４件のポスターセッションでの発表が行
われた。

Hyp-X 会議風景

(3) ストレンジネス核物理に関する国際ス
クール

京都大学基礎物理学研究所においてス
トレンジネス核物理に関する国際研究ス
クールを平成２１年９月１０日から１２
日まで開催した。講師は、A. Gal, K. Imai,
Ed Hungerford, T. Motoba, A. Ramos, J.
Mares の６名をお願いした。４０名近い大
学院生の参加があった。大学院生にも自分
自身の研究の紹介を行ってもらい、講師と
の活発な議論ができたことが好評だった。

(4) 高校生のための講演会
高校生のための講演会を、平成２１年８

月１日（土）に京都大学において開催した。
講師は、永江知文（京大）、肥山詠美子（理
研）、中野貴志（大阪大学核物理研究セン
ター）の３名であった。遠くは横浜や九州
からの参加者も含めて、７２名の参加者が
あった。

高校生のための講演会風景

５．主な発表論文等
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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